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三燕金属製装身具の研究

大　谷　育　恵

I.本論の目的

　五胡十六国の時代、すなわち 4 世紀から 5 世紀初

頭にかけての時期、中国遼寧省西部そして河北省北部

は三燕と総称される鮮卑慕容部によって建国された

国の領域であった。1950 年代以降、遼寧省朝陽市付

近を流れる大凌河一帯で三燕期の墓葬と遺跡が発見さ

れ、調査研究が進められてきている。

　三燕の墓葬からは透彫りした馬具や装身具といった

金銅製製品が出土することが知られており、日本にお

いても同地出土の金銅製製品は韓半島三国時代そして

日本の古墳時代に出現する金銅製製品との関連、ある

いは金工技術の伝播をめぐって注目されてきた。本論

と関わる金銅製の装身具では、龍文の晋式帯金具につ

いて数多くの論考が発表されている。一方、中国に

おいては、三燕の金属製装身具 (1) について比較的総

体的に論じたものとして万欣の研究が挙げられる [ 万

欣 2003]。しかし、三燕の装身具に関する研究は歩揺

といった特色ある一部の装身具についての論考が中心

で、取り上げられてこなかった装身具もあることから、

やはり遼西地域で出土する装身具を総体的に論じるこ

とができていないというのが第一の問題点である。そ

して第二の問題点は、鮮卑研究の中で各遺跡群の文化

類型の差を示す遺物の一つとして装身具の対比を示し

た例 [ 喬梁 1999] はあるものの、慕容鮮卑の遺跡とい

う一つの枠組みがあるためか周辺地域を含めた上での

装身具の比較研究が行われていないという点である。

　そこで本論は魏晋南北朝期における服飾史としての

観点から、三燕墓葬で出土している金属製装身具につ

いて現中国国内における出土資料を集成し、分布を示

した上で、型式学的な検討、淵源関係としての系譜に

ついて考察する。集成にあたっては、これまで集成が

提示されたことがない遺物もあるため、博物館等コレ

クションに収蔵されている資料についても参考資料と

して集成に加え提示する。

　まず、最初に装身具の体系的な種別分類について

提示したい。装身具は装飾部位と用途に密接な関係

があるため、装飾する体の部分にしたがって頭飾、耳

飾、頸部飾、帯飾に分け、これに装飾部位と用途を確

定できない飾板を牌飾として総称し、装身具全体を 5

種類に分類している。この分類にしたがって分類した

個々の装身具について、以下考察を加えることとする。

II. 各装身具の集成と考察

1. 頭飾

(1) 歩揺

　歩揺とは、揺れ動く金片を多用した頭飾である。三

燕を建国した鮮卑慕容部は歩揺を好んだことからその

名があるといい (2)、三燕期の墓葬からは歩揺に比定さ

れる遺物が出土している。

　歩揺に関する研究としては、孫国平 [1981]、孫機

[1991]、万欣 [2003]、毛利光 [2006] がある。孫国平

は鮮卑の金冠飾を 6 種に分類し、このうち花樹状、

花蔓状、頂花状の 3 種を歩揺冠とした。その後、万

欣が再び歩揺について論じており、11 墓葬で出土し

た歩揺 16 点を挙げている。しかし問題なのは、両者

の研究で列記されている大半の歩揺について、写真か

図の報告がないことから実体がつかめないことであ

る。写真あるいは図が明らかになっている歩揺は、房

身村 2 号墓、十二台磚廠 8713 号墓、甜草溝 1 号墓と

2 号墓、喇
ら

嘛
ま

洞
どう

Ⅰ7 号墓、馮
ふう

素
そ

弗
ふつ

墓出土資料の合計 7

点のみであり、これに参考資料としてピエール ･ ウル

ドゥリー ･ コレクションに収蔵されている 1 点が加

わる ( 図 1)。

　以上 8 点の歩揺は形状より 2 種類に分けられる。

馮素弗墓以外の 7 点は、肩がやや弧をえがく方形の

基座とその上部が樹状になった平面的なもので、これ

は孫国平が花樹状と定義した歩揺にあたる。基座の中

心線はいずれも突出し、喇嘛洞Ⅰ7 号墓出土資料以外

は左右に 2 つずつ三葉文の透孔を入れる。基座周囲

には列点文を施し、装着のための小孔をあけたものも



7.房身村M2(大)6.房身村M2(小)

4.甜草溝M1 5.甜草溝M2

8.馮素弗墓 9.達茂明安連合旗西河子公社窖蔵

1.喇嘛洞ⅠM17 2.十二台M8713 3.Pierre Uldry collection

図1　歩揺
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鼻の左右には穿孔がある。各色石料を象嵌している点

から、報告が指摘するように北魏期、あるいは北朝期

まで含めた時期の遺物と考えられるだろう。

(2) 金璫

　金
きん

璫
とう

とは、冠につける金製の飾板のことである。こ

のうち蝉文の金璫は『帝王図巻』( 図 2) や唐の恵荘太

子墓の壁画人物像といった絵画図像資料、ならびに文

献資料中からその存在が知られ、中野 [1976]、戸川

[1979]、孫機 [1989] の研究がある。服装の規定を記

した輿
よ  ふ く  し

服志の記載からは「武冠」あるいは「武弁大冠」

に貂の尾とともに着けたことが知られ、特に皇帝に近

侍する侍臣である侍中と中常侍が着用したことが知ら

れる [ 戸川 1979]。この「金璫」「貂蝉」という言葉

と同じく、金璫を指しているのではないかと思われる

語が、『晋書』輿服志の天子のかぶる通天冠の規定に

みえる「金博山述」と「金博山顔」である。張学鋒は

「金博山述」「金博山顔」は通天冠の正面の位置に付け

る山形の飾板のことを指し、蝉文金璫は天子の通天冠

と重臣の武冠の両方に使用されたと述べている [ 張学

鋒 2008]。

　まず出土した蝉文金璫の基本的な表現を確認する

と、外形は五角形様の蓮弁状で、俯瞰した蝉の図像を

表す。両眼を大きな金球で表現し、顔の左右には先が

2 つに分かれて共に内側にまいた蕨手状のもの 1 本

と、L 字形に屈曲したのち先端が渦状にまいた脚各 3

本を左右対称に配置している。金璫の構造は、蝉文様

を透彫りして金粒を施した前板とそれを裏打ちする裏

板の 2 枚から構

成される。前板

は外周に三角形

の舌が切り出さ

れており、これ

を折り返すこと

によって裏板を

固定している。

　蝉文金璫の研

究は以上のよう

に行われていた

が、金璫研究の

進展の上で注目

されるのが南京

大学北園晋墓出

ある。樹状部の形状は、甜草溝 2 号墓出土資料のみ

その他 6 点と異なっている。前者は蛇行する中心軸

から左右に 4 本の枝を出し、枝先が箒状に分かれた

その一本一本に 1 枚の金片を下げているのに対して、

後者は火炎状の空隙を入れた主幹周囲から直接のびた

枝に数枚の金片を連続して通し、一度ひねって固定し

ている。そして、いずれの歩揺も樹状部分と基座の境

目付近に小さな枝をリベット接合によって付ける場合

が多い。

　馮素弗墓出土の歩揺 ( 図 1-8) は、弧状の金片が十

字形に交差した金冠の頂部に付くもので、孫国平が頂

花状と定義した歩揺である。半球の合わせ目が鍔状に

張り出したやや扁平な球の上に、前方を欠いだ鉢状の

座がのる。座の周縁からは 6 本の枝が広がり、1 本に

つき 3 枚の金片を通し、一度ひねってとめている。

　以上の歩揺は、『晋書』馮跋載記の記載から卒年が

太平 7 年 (415 年 ) と判明する馮素弗墓が北燕期の墓

葬 ( 三燕 3 期 ) である以外は、前燕・後燕期に相当す

る三燕 2 期の墓葬から出土している。東 [2003] は基

座肩部の形状と樹状基底部の形態から、毛利光 [2006]

は火炎状の空隙と枝の数から歩揺の型式的な変遷を考

察している。その結果、枝数が多いものから少ないも

のへの変化を指摘している。詳細が不明な歩揺が多い

ため、ここでは 2 期と 3 期で形態の異なる歩揺が出

土しているということのみ確認しておきたい。

　遼西の三燕期の墓葬以外で歩揺が出土した例が 1

例ある。北魏期と報告されている内蒙古達
ダ ル ハ ン ･ ム ミ ン ガ ン

爾罕茂明安

連合旗西河子郷の窖蔵で二種類の歩揺が各 2 点出土

した [ 陸 ･ 陳 1984]( 図 1-9)。金牛頭鹿角飾とよばれ

ている歩揺は基部となる動物の面部が幅広い盾形をし

たもので、角部は別作りである。面部は金粒細工と

各色石料の象嵌によって装飾され、額部分にあけた

4 つの穴には下段外側の 2 つには葉が 1 つ付いた耳、

内側 2 つの孔には角が差し込まれている。角は 4 叉

に分かれる太い角 2 本と内側の短く細い湾曲した角 2

本から構成され、最下部で一体になっている。もう 1

種類の金馬頭鹿角飾とよばれている歩揺は、動物の面

部は狭く、面部・耳・角が一体である。角は中央の 1

本と 3 叉に分かれる左右 2 本の合計 3 本で、葉の周

縁には列点を打ち出している。金粒細工と各色石料の

象嵌を用いた装飾は前件と同様であるが、装飾は角部

にも及んでいる。耳の付け根の下に切り込みがあり、 図 2 『帝王図巻』晋武帝司馬炎



287 年以降
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図 3　蝉文金璫

[ A ] [ B ]

金沢大学考古学紀要32　2011,　87-105.　三燕金属製装身具の研究



金沢大学考古学紀要 32　2011,　87-105.　三燕金属製装身具の研究

 301年
1. 劉宝墓

 324 年
2. 張鎮墓

371 年
3. 郭家山 M12:14

 415 年
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南京大学北園晋墓 301 年 劉宝墓

1. 大和文華館 3.Simon Kwan
 collection 4. 大同南郊 M109:10

図 4　金璫一式

2. ストックレー
・コレクション

8.Pierre Uldry
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図 7　対鳳文金璫

図 6　騎龍羽人金璫

図 5　獣面金璫
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土資料である。南京大学北園晋墓は『文物』1973 年

4 期で墓葬が報告されたが、その段階では金璫として

認識されておらず、また文章記載のみであった [ 南京

大学 1973]。最近になって張学鋒が金璫であること

を指摘し、一括資料の写真が公表された ( 図 4)。北

園晋墓出土の一括資料 (3) は、蝉文金璫 1 点に加えて、

外形が正方形の獣面文を表現した金璫 1 点、横に幅

広い山字形ともいうべき外形をした、龍に騎乗する

羽の生えた仙人を表現した金璫 2 点の合計 4 枚から

なる。これによって、冠正面の位置にくる蝉文金璫

と共に冠飾を構成する、外形の異なる 2 種類の金璫

の存在が出土資料から明らかになった。

　以上をふまえて、蝉文金璫と北園晋墓で明らかに

なった 2 種類の金璫を集成し、紀年墓出土資料を基

準として型式学的検討を加えて編年を行った ( 表 1)。

文献中に現れる蝉文金璫の最も早い記載は『漢書』武

五子・燕刺王劉旦伝にあるが (4)、漢墓からの出土例は

確認できず、金璫が出土した最も年代の早い墓葬は

西晋後期～東晋初期の墓葬である。蝉文金璫はまず

最初に、外区文様帯が唐草文か否かによって 2 つの

グループに分けることができる ( 図 3)。唐草文帯を

もたない一群 (A 群 ) はいずれも黄河以南の墓葬から

出土した資料であるのに対して、唐草文帯をもつ一

群 (B 群 ) はいずれも黄河以北に所在する墓から出土

している。そして A 群の場合、外区は外形にそって

金粒列のみがある幅の狭い外区が早い段階、次に金

粒で三角形全体をうめた鋸歯文帯が出現し、次第に

年代が下るにつれて鋸歯の間隔が開いてくる。蝉文

にみられる変化では、編年のポイントは太和 6 年 (371

年 ) の紀年をもつ郭家山 12 号墓の資料で、脚は 2 本

へと数を減らし、金粒は特に体の主要部分で大きな

ものを使用するようになっている。また、胴体と羽

の重なり部分が消え、蝉の羽表現が簡略化する。こ

の郭家山 12 号墓の資料によく似た蝉文金璫が北園晋

墓出土品で、両者には近い年代が与えられる。そして、

最後に北燕期の墓葬である馮素弗墓で出土した 2 点

の資料がくる ( 図 3-5)。眼があることから蝉文金璫で

あることが判明するが、蝉文様は原形をとどめてい

ない。金粒細工の手法は透彫りした文様に沿って巡

らせた金属線の両側に金粒を並べたもので、三燕で

出土する金工品にみられる特徴であることから、遼

西地区で制作したことが考えられる。

　そして獣面文金璫は 1 遺跡 ( 図 5)、騎龍羽人金璫は

5 遺跡 ( 図 6) で出土している。資料数の多い羽人騎龍

金璫について、紀年墓出土の資料を基準として文様の

硬化や崩れから型式学的な変遷を考えると、蝉文金璫

と同じく郭家山 12 号墓の段階で大きな変容がみられ

る。金粒細工の点では、細かな金粒で文様内をうめる

ことによって文様を表現していたのが、文様の主要部

分に列状に金粒を並べるように変化し、粒のサイズも

大きくなる点は、蝉文金璫の場合と同じ変化の流れで

ある。多少の個体差があるものの透彫り文様の崩れが

進み、特に龍の尾を大きな金粒を並べて表現する点が

目立つことから、郭家山 12 号墓と近い段階の資料と

して北園晋墓と鄂城 2112 号墓の資料が位置づけられ

る。

　三燕では獣面文金璫と騎龍羽人金璫は出土していな

いが、騎龍羽人金璫に外形が最も近い山字形の金璫が

馮素弗墓で 1 点出土している ( 図 6-9)。跪坐した人物

像の文様は他に例がなく、1 本の金線を連続して通し、

円形の金片で装飾する製作法は三燕の制作技法である

ことから、遼西地区で制作されたと考えられる。

　最後に、外形は蝉文金璫と同じ蓮弁形で、相対する

鳳凰文の金璫があることを付け加えておく ( 図 7)(5)。

3 点は出土資料ではないが、鳳凰文の頭飾としては北

魏平城期の墓葬である山西省大同市の大同南郊 109

号墓で被葬者の額の位置から出土した例がある ( 図

7-4)。少なくとも文様的には影響関係を認めたい。

2. 耳飾

　ここで耳飾としてとりあげるのは、装飾用の下垂部

をもつドロップ式の耳飾である。遼西の三燕期の遺跡

では 3 型式の耳飾が 2 遺跡で出土している。

　まず、喇嘛洞遺跡の 3 墓葬で扭
じゅうし

絲帯葉耳飾が出土し

ている ( 図 8-2)。扭絲帯葉耳飾は扭絲耳飾の一型式で

ある。扭絲耳飾とは一本の金属線をねじり合わせて制

作した耳飾で、共に上部にくる金属線両端の一方で装

着用の鈎を作り出し、もう一方は花弁状に幅広く作ら

れる。金属線のねじり合わせ方や珠の通し方によって

様々なバリエーションが生まれ、全部で 4 式に分類で

きる ( 図 8)(6)。このうち D 式が、金片 ( 葉 ) を下垂す

る扭絲帯葉耳飾で、老
ろう か しん

河深墓地中層と喇嘛洞墓地の 2

遺跡で出土している。しかし、老河深出土の 2 点は平

面的であるのに対して、喇嘛洞出土の 4 点は中心軸か
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ら金片を下垂する枝を各方面に張り出した立体的デザ

インであるという違いがある。扭絲耳飾自体は東北平

原で後漢中期以降の遺跡から出土しており、喇嘛洞の

扭絲帯葉耳飾は扭絲耳飾の系譜に連なる最も後出の例

である。

　次に半月板帯葉耳飾 ( 図 8-3) は、半円形の金属板

の弦にそって 6 ～ 7 個の孔をあけ、細長い圭形の金

片を鎖によってつないだ耳飾である。上部の円形環に

は切れ目がなく、この環を直接耳環とすることはでき

ない。この耳飾は喇嘛洞Ⅱ198 号墓と保安寺石槨墓

の 2 墓葬で出土している。

　最後の円形帯葉耳飾 ( 図 8-4) は、小さな円形の金

片を鎖によって環につないだ耳飾である。喇嘛洞Ⅱ

71 号墓と吉林省集安県の 2 つの高句麗墓地から出土

している。

　そして、近年朝陽市柳城鎮の袁台子で発見された金

属製装身具に関する興味深い資料 [ 于 ･ 孫 2009] に

ついて言及しなければならない。それは装身具を鋳造

するための 9 点の陶范で、このうち標本 7 ～ 9 の 3

点が耳飾の范である ( 図 8-1)。金属製装身具の製品で

はなく、生産に関連する遺物が報告されたのはこれが

初めてであり、製作地の一端が明らかになった。そし

て、報告が「環形五連火炎文」図案の范としている標

本 7 ～ 9 の 3 点の范は、その文様から見て渦文耳飾

に関連する范である。渦文耳飾とは、上部に装着のた

めの鈎を作り出し、左右対称の配置を基本とする渦文

で垂下部を装飾した耳飾である。3 点の陶范は渦文が

巴文に変化しているが、左右対称の巴文の配置や垂下

部の中心部分に円点文を入れた点は渦文耳飾と共通す

る。しかしながら、この范と同じ文様の耳飾自体は知

られていない。

　まとめとして遼西地区の三燕墓葬で出土した 3 種

類の耳飾と耳飾陶范の意義について考察すると、喇嘛

洞遺跡で出土した扭絲帯葉耳飾は後漢中期以降に東北

平原に分布した扭絲耳飾の系譜に連なる耳飾と位置

づけられる。喇嘛洞墓地は三燕期の慕容鮮卑の遺跡で

あるが、一方で同墓地は漢や扶余の文化的要素を含ん

でいることが指摘されている [ 遼寧省文物考古研究所

2004]。老河深墓地中層は扶余の遺跡と考えられてお

り、喇嘛洞遺跡で出土する扭絲帯葉耳飾はその扶余系

要素の一つと言えるかもしれない。

　一方、巴文の范と同一文様の耳飾製品は知られてい

ないものの、袁台子で出土した陶范 3 点は渦文耳飾

の範疇で、その後出亜種として理解される。渦文耳飾

は飛地的に存在する 2 遺跡があるものの (7)、蒙古高

原と東北平原を隔てる大興安嶺西側に分布し、9 遺跡

で 18 点が出土している。また、同時期には渦文耳飾

と同じく大興安嶺以西に分布域を持つ耳飾として単環

耳飾が存在し (8)、大興安嶺をはさんで内蒙古高原側で

は渦文耳飾と単環耳飾、東北平原では扭絲耳飾と分布

の分かれる状況がみられる。渦文耳飾本来の分布圏外

にある袁台子から陶范が出土したは、渦文耳飾が三燕

側に取り込まれていた可能性を示している。

　そして、半月板帯葉耳飾と円形葉耳飾は三燕期に遼

西地域で初めて登場する耳飾である。円形葉耳飾は高

句麗の墓葬から出土しているが、墓葬についての具体

的な報告はないため淵源関係等は不明である。

3. 頸部飾

　三日月の両端を切り取った形をした板飾が十二台磚

廠 9022 号墓と房身村 2 号墓の 2 墓葬で出土してい

る ( 図 9)。報告では月牙形金牌飾あるいは半月形金牌

飾と呼んでおり、冠飾あるいは佩玉の璜であるという

意見が提出されている。出土状況から頸部飾と確定す

ることはできないものの (9)、山西省北部や内蒙古、モ

ンゴル国で出土している遺物との比較から頸部飾と考

えられる。

　蒙古高原側の頸部飾は遼西地区の頸部飾と形が異

なっている。蒙古高原側の頸部飾も三日月形をしてい

るが両端は切り取られておらず、外弧の中央部分に

四角形の張り出し部がある。そして左右の先には孔 1

つが穿たれるか、片側へ巻かれている。この形の飾板

が頸部飾であることは、大同南郊 208 号墓の被葬者

頸部で出土していることから裏付けられる ( 図 9-5)。

大同南郊 208 号墓出土品の裏には絹織物が遺存して

いたという。

　遼西出土の頸部飾は、切りとりで生じた左右両端の

辺に装着のための孔 2 ～ 3 個をあけている。同様の

遺物は朝陽市博物館とピエール ･ ウルドゥリー ･ コレ

クションに各 1 点が収蔵されており ( 図 9-4)、その形

態から三燕の頸部飾に比定できるが、出土例を合わせ

た 4 例中に同じ文様の頸部飾はない。

4. 帯飾



1. 十二台郷磚厰 M9022:8

2. 房身 M2

4.Pierre Uldry collection

2. 甜草溝 M1:91. 房身 M2

3.Pierre Uldry
collection

4.Pierre Uldry collection

2. 甜草溝 M2:26

1. 甜草溝 M1

甜草溝 M1:7

3. 甜草溝 M1:8 4. 甜草溝 M2:39

5. 大同南郊 M208:10 と出土状況

6. 内蒙古畢克斉鎮出土

[ 遼西 ] [ 内蒙古中南部 ]

5.Pierre Uldry collection

3. 朝陽市博物館蔵

図 11　楕円形懸飾図 10　半月形飾図 9　方形板

図 8　頸部飾
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　三燕で出土している帯金具は、いわゆる龍文系の晋

式帯金具と草葉文系の帯金具の二種類があり、前者

は 4 遺跡で 7 点、後者は 2 遺跡で 3 点出土している。

帯金具については日本においてすでに多くの研究が

あり、三燕出土の帯金具についても藤井 [2002,2003]

が詳しく論じている。三燕の帯金具について、喇嘛洞

Ⅱ 275 号墓の帯を搬入品、それ以外は遼西で制作さ

れた製品とみることについては異論がない。ここでは

三燕と他地域との比較という観点から集成結果を示す

こととし ( 表 2)、以下二点について付け加えておきた

い。

　晋式帯金具についての近年の新たな動きとしては、

江蘇省の 2 基の呉墓で新たに晋式帯金具が発見され

たことが挙げられる。薛秋墓出土の龍文鉸具は、帯通

し穴の刺針側の透板先端に突起がある点が従来早い年

代を与えられた周處墓、天理参考館例と共通するもの

の、龍文は細部を表現していない。また、銙でも今ま

でに出土している銙とは文様構成が異なっている。呉

墓での出土例が明らかになったことから､ 編年や晋式

帯金具の成立と製作地について検討が望まれる。もう

一点は、山西省右玉県の善家堡遺跡で鉄製帯金具一

式と青銅製の草葉文系の銙が出土していることである
(10)。鉄製帯金具の詳細は不明であるが、北方での出土

例として注目され、喇嘛洞Ⅱ196 号墓出土の草葉文

の金銅製帯金具との比較ができる資料ではないかと思

われる。

5. 牌飾

　使用用途と位置を確定できない飾板類を牌飾として

分類した。牌飾は形状にしたがって 4 種類に分ける

ことができる。

(1) 正方形透飾

　正方形の金属片で、対角線を結んで 4 分割した区

画の中に鳳凰か龍を透彫りしたものである (11)。連続

して通した金線に円形金片を通して加飾したものもあ

る。房身 1 号墓と甜草溝 1 号墓で 2 点、甜草溝 2 号

墓で 1 点が出土した ( 図 10)。甜草溝 M2:39 は透孔

がないものの、対角線を意識して打出ししていること

から正方形透飾に帰入した。さらに、この牌飾の類似

品として、ピエール ･ ウルドリー ･ コレクションに収

蔵されている対角線対称の双鳳文の正方形透飾がある

( 図 10-5)。

　正方形透飾は武寧王陵、新沢 126 号墳で出土して

いる正方形の透飾との関連性が指摘され、両例は共に

被葬者頭部付近で出土していることから冠飾と考えら

れてきた。その場合、六朝墓で明らかになった正方形

の獣面金璫との関連が問題になるだろう。しかし、三

燕出土の正方形牌飾は一片 7cm と大型であり、遼西

において唯一出土状況が判明する甜草溝 M2:39 は被

葬者腰付近から出土した。また、甜草溝 M2:39 は、

枠内側の上部に沿って左右両側よりの位置に 2 つず

つの穿孔があり、この点は後述する長方形牌飾の遼西

群と共通し、帯としての用途が推定される。以上から、

三燕出土の正方形透飾の場合は帯に関係する装飾品と

推定する。

(2) 半月形牌飾

　甜草溝 1 号墓から 1 点のみ出土している ( 図 11)。

透彫りのある前板と裏板の 2 枚をリベット接合して

形成した、半円形に近い牌飾である。透彫りした前板

は文様ラインにそって山形に突出させており、稜の左

右には金粒を並べてさらに文様を強調している。文様

は鳳凰 1、龍 4 である (12)。文様と外周上には象嵌が

施されていたが、石料は残っていない。前板を大きく

半円形に切り取り縁を出窓状に突出させた中央部に

は、房身村 2 号墓出土の頸部飾と同様、石が嵌めら

れていた可能性がある。用途と装飾部位は不明なもの

の、房身 2 村号墓出土頸部飾との類似から頸部飾の

可能性がある。

(3) 楕円形垂飾

　甜草溝 1 号墓と 2 号墓で各 2 点が出土している ( 図

12)。垂飾本体の平面形は楕円形で、外形にそって狭

い鍔を残しで全体を凸起した後、上側よりの位置を再

び円形に窪ませた 2 枚を裏表合わせている。上部に

は別の金片を用いて下垂するための 2 つの環を作り、

牌飾周囲の鍔には円形あるいは雫形の葉を付けてい

る。甜草溝 2 号墓では被葬者の両肩付近で出土して

おり、報告者は歩揺冠のこめかみ飾りと推定している
(13)。

　甜草溝 1 号墓の資料は本体全体が粟粒文で装飾さ

れており、三燕での制作が推定できる。このような楕

円形垂飾は三燕以外では報告されていないため、発掘

事例からは三燕独自の装身具と考えられる。しかしな

がら、これと類似する 2 点がピエール ･ ウルドゥリー

･ コレクションに収蔵されており ( 図 12 3,4)、この資



金沢大学考古学紀要 32　2011,　87-105.　三燕金属製装身具の研究

－ 98 － － 99 －

表
2
　

晋
式

帯
金

具
一

覧

N
o
.

資
料

所
在

地
時

代
材

質
構

成
要

素
(点

数
)

文
献

備
考

1
奉

車
都

尉
墓

遼
寧

省
朝

陽
県

龍
城

区
他

拉
皋

榛
溝

村
三

燕
鍍

金
龍

文
鉸

具
(1

),
帯

先
金

具
(1

),
蛇

尾
(1

)
『
文

物
』
1
9
9
4
-
1
1
p
3
5
図

5
「
奉

車
都

尉
」
銀

印

2
十

二
台

磚
廠

8
8
M

1
:4

3
遼

寧
省

朝
陽

県
袁

台
子

村
三

燕
鍍

金
鳳

凰
紋

鉸
具

(1
)

『
文

物
』
1
9
9
7
-
1
1
p
3
0
図

3
1
、

『
三

燕
文

物
精

粋
』
6
6

3
袁

台
子

壁
画

墓
M

1
:5

5
遼

寧
省

朝
陽

県
十

二
台

郷
袁

台
子

村
三

燕
鍍

金
鳳

凰
紋

鉸
具

(1
),
帯

先
金

具
(1

)
『
文

物
』
1
9
8
4
-
6
p
3
5
図

3
0
-
2
、

『
三

燕
文

物
精

粋
』
6
8

透
彫

板
・
裏

板
は

鍍
金

、
外

框
は

銀

4
1
9
8
8
年

喇
嘛

洞
徴

収
遼

寧
省

北
票

市
南

八
家

子
郷

四
家

板
村

三
燕

鍍
金

銙
aか

銙
c
の

銙
板

(1
)

『
文

物
』
1
9
9
4
-
1
p
2
6
図

2
0
-
3

5
喇

嘛
洞

Ⅱ
M

1
0
1
:1

7
,1

8
遼

寧
省

北
票

市
南

八
家

子
郷

四
家

板
村

三
燕

鍍
金

龍
紋

鉸
具

(1
),
帯

先
金

具
(1

)
『
考

古
学

報
』
2
0
0
4
-
2
p
.2

3
0
図

2
2
-
1
0
,1

1
、

『
三

燕
文

物
精

粋
』
6
7

6
喇

嘛
洞

Ⅱ
M

2
7
5

遼
寧

省
北

票
市

南
八

家
子

郷
四

家
板

村
三

燕
鍍

金
龍

紋
鉸

具
(1

),
帯

先
金

具
(1

),
銙

a(
3
),
銙

b
(3

),
銙

c
(1

)
『
三

燕
文

物
精

粋
』
7
2

帯
先

金
具

の
文

様
は

C
字

形
龍

2

7
喇

嘛
洞

Ⅱ
M

2
2
6
:4

4
-
5
5

遼
寧

省
北

票
市

南
八

家
子

郷
四

家
板

村
三

燕
鉄

鉸
具

(1
),
帯

先
金

具
(1

),
銙

b
(4

)ほ
か

『
考

古
学

報
』
2
0
0
4
-
2
図

版
1
6
-
3

銙
の

形
態

・
文

様
は

モ
ノ

ク
ロ

写
真

で
判

別
で

き
な

い

8
洞

溝
M

1
5
2
:1

0
吉

林
省

集
安

市
(山

城
下

)
高

句
麗

鍍
金

銙
a(

1
)

『
考

古
』
1
9
8
3
-
4
,p

.3
0
5
図

7
-
6
,図

版
3
-
5

9
洞

溝
M

1
5
9
:5

吉
林

省
集

安
市

(山
城

下
)

高
句

麗
鍍

金
龍

文
帯

先
金

具
(1

)
『
考

古
』
1
9
8
3
-
4
図

版
3
-
2

p
.3

0
3
文

章
記

載
で

は
2
点

と
記

載

1
0

瑠
璃

河
北

京
市

房
山

区
瑠

璃
河

地
区

董
家

林
－

鍍
金

龍
文

鉸
具

(1
)

『
古

代
史

復
元

7
 古

墳
時

代
の

工
芸

』
p
.1

6
7
図

2
9
2
②

東
潮

に
よ

る

1
1

定
県

4
3
号

墓
河

北
省

定
県

北
陵

村
後

漢
銀

銙
a(

1
)

『
文

物
』
1
9
7
3
-
1
1
,p

.1
0
図

2
-
4

被
盗

掘
/
中

山
穆

王
劉

暢
墓

に
比

定

1
2

洛
陽

晋
墓

M
2
4
:6

河
南

省
洛

陽
市

西
晋

不
明

龍
文

鉸
具

(1
),
銙

a(
1
)

『
考

古
学

報
』
1
9
5
7
-
1
,p

.1
8
0
図

1
1
-
5
,6

点
数

不
明

1
3

周
處

墓
(宜

興
晋

墓
M

1
)

江
蘇

省
宜

興
県

周
墓

墩
元

康
七

年
[2

9
7
]東

晋
銀

龍
紋

鉸
具

(1
),
帯

先
金

具
(1

),
銙

a(
4
),
銙

b
(5

),
銙

c
(4

),
蛇

尾
(1

)
『
考

古
学

報
』
1
9
5
7
-
4
図

版
7
-
5
、

『
考

古
』
1
9
7
2
-
4

「
元

康
七

年
九

月
廿

日
陽

羨
所

作
周

前
将

軍
磚

」
ほ

か
銘

文
磚

/
報

告
p
.9

1
表

で
は

1
7
点

と
記

載

1
4

上
坊

M
1
(2

0
0
6
N

J
S
M

1
)

江
蘇

省
南

京
市

江
寧

区
上

坊
鎮

孫
呉

晩
期

銀
銙

f(
1
)

『
文

物
』
2
0
0
8
-
1
2
p
1
5
図

3
8

太
平

百
銭

,直
百

五
銖

(2
1
4
-
),
大

泉
当

千
(2

3
8
-
)共

伴
/
孫

呉
宗

室
な

い
し

帝
王

の
墓

に
比

定

1
5

薛
秋

[子
春

]墓
江

蘇
省

南
京

市
大

光
路

孫
呉

中
晩

期
銀

龍
文

鉸
具

(1
),
帯

先
金

具
(1

),
銙

b
(4

),
銙

c
(5

),
蛇

尾
(1

)
『
文

物
』
2
0
0
8
-
3
,p

.8
図

7
銙

b
銙

板
は

人
物

立
像

,垂
飾

板
は

騎
龍

羽
人

/
太

平
百

銖
,直

百
五

銖
(蜀

銭
2
1
4
-
)共

伴
/
折

鋒
校

尉
,沛

国
竹

邑
東

郷
安

平
里

,公
乗

,薛
秋

,年
六

十
六

,字
子

春

1
6

南
京

大
学

北
園

墓
江

蘇
省

南
京

市
江

口
路

2
2
号

東
晋

早
期

鍍
金

銙
f(

点
数

不
明

/
3
片

)
『
文

物
』
1
9
7
3
-
4
、

東
2
0
0
6

報
告

中
の

「
錯

金
銅

片
」

1
7

熊
家

嶺
(8

7
H

X
M

1
4
)

湖
北

省
武

漢
市

漢
陽

県
熊

家
嶺

 
東

晋
前

期
鍍

金
龍

文
鉸

具
(1

),
帯

先
金

具
(1

),
銙

d
(1

),
銙

f(
7
)

『
考

古
』
1
9
9
4
-
1
0
,p

.9
5
4

銙
d
は

琵
琶

形
蓮

華
紋

(遊
環

な
し

)

1
8

劉
弘

[和
季

]墓
湖

南
省

安
郷

県
黄

山
頭

西
晋

銀
帯

先
金

具
(外

框
1
)

『
文

物
』
1
9
9
3
-
1
1
,p

.1
図

9
「
鎮

南
将

軍
章

」
他

/
『
晋

書
』
劉

弘
伝

1
9

大
刀

山
広

東
省

広
州

市
西

郊
(大

刀
山

)
太

寧
2
年

[3
2
4
]東

晋
鍍

金
龍

紋
鉸

具
(1

),
帯

先
金

具
(1

),
銙

d
(1

),
銙

f(
1
5
),
蛇

尾
(1

)
『
考

古
学

雑
誌

』
創

刊
号

p
.1

2
3
図

1
2
,p

.1
2
4
図

1
3

銙
d
は

琵
琶

形
蓮

華
紋

2
0

夢
村

土
城

韓
国

ソ
ウ

ル
市

馬
韓

-
百

済
鍍

金
銙

f(
1
)

金
元

龍
1
9
8
7
、

朴
淳

発
1
9
9
7
、

東
2
0
0
6

第
1
号

住
居

址
埋

土
層

(Ⅵ
)出

土

2
1

新
山

古
墳

奈
良

県
北

葛
城

郡
広

陵
町

大
字

大
塚

古
墳

前
期

鍍
金

龍
文

鉸
具

(1
),
帯

先
金

具
(1

),
銙

a(
1
2
),
銙

d
(1

)
『
佐

味
田

及
新

山
古

墳
研

究
』
、

『
考

古
学

雑
誌

』
5
0
-
4
p
5
図

3
書

陵
部

蔵
/
梅

原
：
銙

a1
点

は
京

都
大

学
蔵

(鍍
銀

)

2
2

行
者

塚
古

墳
兵

庫
県

加
古

川
市

山
手

二
丁

目
古

墳
中

期
鍍

金
龍

文
鉸

具
(1

),
帯

先
金

具
(1

),
銙

a(
1
),
銙

c
(2

)
『
行

者
塚

古
墳

発
掘

調
査

概
報

』
p
.5

3
,5

4

2
3

京
都

大
学

総
合

博
物

館
蔵

伝
中

国
出

土
-

鍍
金

龍
文

鉸
具

(1
),
銙

b
(2

),
銙

c
(2

),
銙

aか
銙

c
の

銙
板

部
(3

)
『
王

者
の

武
装

』
p
.9

2
4

伝
慶

尚
北

道
出

土
伝

韓
国

慶
尚

北
道

龍
城

付
近

出
土

-
鍍

金
銙

a(
1
),
銙

b
(5

),
銙

c
(1

)
『
考

古
学

雑
誌

』
2
0
-
1
1
,巻

頭
写

真
東

京
国

立
博

物
館

蔵

2
5

鄂
爾

多
斯

博
物

館
蔵

-
-

鍍
金

龍
紋

鉸
具

(1
),
帯

先
金

具
(1

),
銙

b
(4

),
銙

e
(5

),
蛇

尾
(1

)
『
内

蒙
古

文
物

考
古

』
2
0
1
0
-
1
図

版
4

2
6

天
理

参
考

館
蔵

-
-

鍍
金

龍
文

鉸
具

(1
),
帯

先
金

具
(1

),
銙

a(
1
),
銙

b
(2

),
銙

c
(3

),
蛇

尾
(1

)
天

理
『
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
の

古
代

文
物

』
4
8
、

『
六

朝
の

文
物

』
3
5

2
7

出
光

美
術

館
蔵

-
-

鍍
金

龍
紋

鉸
具

(1
),
帯

先
金

具
(1

)
『
出

光
美

術
館

館
報

』
3
2
表

紙
,巻

頭
メ

イ
ヤ

ー
・
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

カ
タ

ロ
グ

(1
9
7
4
)収

載
品

2
8

近
つ

飛
鳥

博
物

館
蔵

-
-

鍍
金

銙
b
(銙

板
部

2
,垂

飾
板

2
)

『
近

つ
飛

鳥
博

物
館

館
報

4
』
p
4
2
図

1
清

野
謙

次
コ

レ
ク

シ
ョ

ン

2
9

近
つ

飛
鳥

博
物

館
蔵

-
鍍

金
銙

b
（
垂

飾
板

1
)

『
平

成
1
4
年

度
秋

期
企

画
展

 西
域

へ
の

道
』
N

o
.1

6
文

様
は

鳳
凰

2

3
0

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
蔵

-
-

鍍
金

点
数

･セ
ッ

ト
関

係
を

把
握

し
て

い
な

い
『
ア

ジ
ア

の
境

界
を

越
え

て
』
p
.1

2
、

『
立

命
考

古
学

論
集

Ⅲ
』
p
.9

5
8

藤
井

は
3
組

あ
げ

る
/
藤

井
に

な
い

銙
が

図
録

に
掲

載
(双

鳳
の

付
く
銙

d
:歴

博
A

-
1
9
6
)

3
1

夢
蝶

軒
c
o
ll.

(B
P

-
0
1
7
.1

-
.1

1
)

-
-

鍍
金

龍
紋

鉸
具

(1
),
帯

先
金

具
(1

),
銙

b
(4

),
銙

e
(4

),
蛇

尾
(1

)
A

do
rn

m
en

t 
fo

r 
E
te

rn
it
y,

 p
.1

3
3

3
2

夢
蝶

軒
c
o
ll.

(G
I-

0
1
7
)

-
-

鍍
金

帯
先

金
具

(1
),
銙

a(
2
),
銙

b
(2

),
銙

c
(3

),
銙

e
(1

)
A

nc
ie

nt
 C

hi
na

 a
nd

 O
rd

os
 B

ro
nz

es
,N

o
.4

3
帯

先
金

具
の

文
様

は
C

字
形

龍
2

3
3

夢
蝶

軒
c
o
ll.

(G
I-

0
1
8
)

-
-

鍍
銀

龍
文

帯
先

金
具

(1
),
銙

a(
2
),
銙

b
(3

),
銙

c
(3

)
A

do
rn

m
en

t 
fo

r 
E
te

rn
it
y

, 
c
at

.n
o
.5

0
b
 p

.1
3
2

3
4

C
h
ar

lo
tt

e
 C

.a
n
d
 J

o
h
n

C
.W

e
be

r
-

-
鍍

金
龍

紋
鉸

具
(1

),
帯

先
金

具
(1

),
銙

b
(1

),
銙

e
(1

)
T
he

 M
et

ro
po

lit
an

 M
us

eu
m

 o
f 

A
rt

 B
ul

le
ti
n,

 S
um

m
er

 1
99

0
fi
g.

6
7
-
7
0

メ
ト

ロ
ポ

リ
タ

ン
博

物
館

蔵

3
5

ス
エ

ー
デ

ン
東

洋
博

物
館

-
-

鍍
金

龍
文

鉸
具

(1
)

『
考

古
学

雑
誌

』
5
0
-
4
,p

.6
図

5
左

梅
原

末
治

論
文

3
6

ボ
ス

ト
ン

山
中

商
会

旧
蔵

-
-

鍍
金

銙
b
(1

)
『
考

古
学

雑
誌

』
5
0
-
4
,p

.6
図

5
右

梅
原

末
治

論
文

3
7

繭
山

順
吉

氏
蔵

-
-

鍍
金

銙
a(

3
)

『
考

古
学

雑
誌

』
5
0
-
4
,p

.6
図

4
梅

原
末

治
論

文

3
8

『
六

朝
の

美
術

』
図

録
2
-
3
2

-
-

鍍
金

龍
文

帯
先

金
具

(1
)

『
六

朝
の

美
術

』
企

画
展

図
録

2
-
3
2

主
紋

様
は

龍
文

だ
が

そ
の

他
紋

様
が

多
く
入

る

　
＊

1
　

帯
金

具
名

称
は

註
１

7
参

照
。

　
＊

2
　

材
質

の
鍍

金
・
鍍

銀
は

青
銅

鍍
金

、
青

銅
鍍

銀
の

略



－ 98 －

金沢大学考古学紀要 32　2011,　87-105.　三燕金属製装身具の研究

－ 99 －

No. 資料 所在地 材質 文献 横×竪

1 十二台郷磚廠M8713:7 遼寧省朝陽県袁台子村 金 『文物』1997-11,p.1 (6)×5

2 保安寺石槨墓 遼寧省義県劉龍溝公社 金 『三燕文物精粋』No.13 8.5×7

3 喇嘛洞ⅡM192 遼寧省北票市南八家子郷四家板村 金 6、『三燕文物精粋』,No.15 7.9×6.4

4 袁台子陶范3 遼寧省朝陽県十二台郷袁台子村 - 『北方文物』2009-2,p.44-3,図版2-3 正范(凸)

5 袁台子陶范4 遼寧省朝陽県十二台郷袁台子村 - 『北方文物』2009-2,p.44-5,図版2-3 負范(凹)

6 袁台子陶范5 遼寧省朝陽県十二台郷袁台子村 - 『北方文物』2009-2,p.44-9 負范(凹)

7 袁台子陶范6 遼寧省朝陽県十二台郷袁台子村 - 『北方文物』2009-2,p.44-4 負范(凹)

8 札賚諾爾1959年(3件) 内蒙古呼倫貝爾盟満州里市札賚諾爾鉱区 鍍金 『文物』1961-9,p.17 -

9 札賚諾爾1983年採集 内蒙古呼倫貝爾盟満州里市札賚諾爾鉱区 金 『北方文物』1987-3封二 -

10 札賚諾爾M3002:2 内蒙古呼倫貝爾盟満州里市札賚諾爾鉱区 鍍金 『内蒙古文物考古文集1』p.377 6.6×4.1

11 和日木図採集(LHC:1) 内蒙古錫林郭勒盟正藍旗伊和海爾罕蘇木 鍍金 『内蒙古地区鮮卑墓葬的』p.104,彩版5-4 8×5.2

12 三道湾 内蒙古烏蘭察布盟察右後旗紅格爾図郷 『内蒙古文物考古文集』第1輯,彩色図版1左上 -

13 三道湾M2:32 内蒙古烏蘭察布盟察右後旗紅格爾図郷 金 『内蒙古地区鮮卑墓葬的』p.33 (4.8)×5.2

14 二蘭虎溝 内蒙古烏蘭察布盟察右後旗察汗淖郷 青銅 『内蒙古文物資料選輯』図版22-107 7.3×4.7

15 井灘村出土 内蒙古烏蘭察布盟察右後旗井灘村? 金 『草原文化』No.138、 『成吉思汗』p.142 6.7×4

16 蘇泗汰墓葬 内蒙古赤峰市林西県十二吐郷蘇泗汰村 金 『内蒙古文物考古文集2』p.462 7.8×6.2

17 善家堡M5:14 山西省朔州市右玉県右衛鎮善家堡村 金 『文物季刊』1992-４ p.12図17-4,図版4-10 (4.4)×5.8

18 二克浅M36:6 黒竜江省訥河市二克浅鎮 包金 『考古』2003-2,p.18図13-6,図版1-5 7×4.5

19 清苑出土(C3560) 河北省清苑出土 青銅 『文物春秋』1991-4,p.16,No.72 5.8×4

20 旧綏遠出土(G34) 旧綏遠 ? 『文物春秋』1991-4 p.16,No.73 7.5×4.8

21
瑞典極東考古博物館
K.11247:2 Larson coll.

オルドス 青銅
Bulletin of the Museum of Far Eastern Antiquities
No.4 ,PL.24-7、『内蒙古・長城地帯』第73図19

6.45×4.1

22 デンマーク国立博物館 内蒙古 青銅 『古代学』1-3,p262図5 -

23 故宮博物院 - 青銅 『故宮博物院院刊』1993-1図17 7.7×4.8

24 東京国立博物館TJ-3947 - 青銅 『中国北方系青銅器:東京国立博物館蔵』p.157 7.5×4.8

25 東京国立博TJ-3995(右) - 青銅 『中国北方系青銅器:東京国立博物館蔵』p.158 (2.5)×4.5

26 東京国立博TJ-3995(左) - 青銅 『中国北方系青銅器:東京国立博物館蔵』p.158 (2.7)×(2.4)

27 東京国立博物館TJ-5698 - 青銅 『中国北方系青銅器:東京国立博物館蔵』p.157 8.0×5.0

28 天理参考館蔵 - 青銅 『天理参考館報』18図版Ⅳ-d、『大草原の騎馬民族』227 横7.8

29 C. T. Loo collection - 青銅

Sino-Siberian Art in the Collection of C.T.Loo ,PL28-5、
Сибирские поясные ажурные пластины:II в.до н.э.-I в.
н.э .,рис.3-3

横8

30
The Arther M. Sackler
Foundation(V-7147)

- 青銅
Ancient Bronzes of the Eastern Eurasian Steppes(from
the Arthur M.Sackler collection) ,p.281

7.7×5

31
The Arther M. Sackler
Foundation(V-7050)

- 青銅
Ancient Bronzes of the Eastern Eurasian Steppes(from
the Arthur M.Sackler collection) ,p.282

8×5.5

32
ベルリン美術館,東アジア
美術館 Inv.Nr.1965-30

- 青銅 Nomadenkunst ,No.11 8.0×5.1

33 Joseph G. Gerena Fine Art - 金 Nomadic Art of the Eurasian Steppes ,No.154 4.8×7.6

34 J. J. Lally&Co. - 金 Nomadic Art of the Eurasian Steppes ,No.152 5.4×7.8

No. 資料 所在地 材質 文献 横×竪

1 喇嘛洞ⅠM13 遼寧省北票市南八家子郷四家板村 金 『三燕文物精粋』No.14 8.9×7.2

2 添密梁 内蒙古呼和浩特市太平庄郷添密梁 金 『中国文物精華大全図』p.95,No.33 9.5×7

3 呼大公路工事区
内蒙古呼和浩特市托克托県(呼和浩特-大
同間高速沿線)

青銅 『托克托文物志』p.404 4.3×2.6

4 C.T.Loo collection Found in Yu-ling hu(楡林府) 青銅 Exhibition of C hinese arts 1941-42 ,No.116 3 1/4 inch

5 C.T.Loo collection - 青銅 Sino-Siberian A rt in the C ollection of C.T.Loo ,PL.28-4 横9.8

6 個人蔵 - 鍍金 『中国戦国時代の美術』p.149 No.249 9.5×7.0

7 大英博物館蔵 - 青銅 Art of the S teppes ,p.128 pl.28最下 約6.5×5

8 J.J.Lally&Co. - 青銅 Nomadic A rt of the Eastern E urasian S teppes ,No.117 10.5×9.7

No. 資料 所在地 材質 文献 横×竪

1 袁台子陶范1 遼寧省朝陽県十二台郷袁台子村 - 『北方文物』2009-2,p.44-9,図版2-1 正范(凸)

2 扎賚諾爾1959年 内蒙古呼倫貝爾盟満州里市札賚諾爾鉱区 鍍金 『文物』1961-9,p.17図4-2、著者スケッチ (4)×5.7

3 三道湾M20:1 内蒙古烏蘭察布盟察右後旗紅格爾図郷 金 『内蒙古地区鮮卑墓葬的』p.33,彩版4-3 7.1×5.3

4 二蘭虎溝 内蒙古烏蘭察布盟察右後旗察汗淖郷 青銅
『内蒙古文物資料選輯』図版22-109、『鄂爾多斯式青銅
器』p.72

7.5×5.7

5 張家口市出土(C2277) 河北省張家口市1959年出土 青銅
『河北省出土文物選集』No.286、『文物春秋』1991-4,
p14,60

7.5×5.6

6 吉林大学蔵 - 青銅 『北方文物』1992-3,表紙封6(吉林大学標本室提供) 7.3×5.2

7
Estate of Arther M.
Sackler (V-7144)

- 青銅
Ancient Bronzes of the Eastern Eurasian Steppes(from
the Arthur M.Sackler C ollection) ,p.280

7.3×5.4

8 東京国立博物館TJ-3995 - 青銅 『東京国立博物館蔵 中国北方草原古代青銅器』p.158 (2.5)×4.5

9 C. T. Loo collection - 青銅

Sino-Siberian A rt in the C ollection of C.T.Loo ,ｐｌ28-
6、Сибирские поясные ажурные пластины:II в.до н.э.-
I в.н.э. ,рис.2-3

横8.1

表4　双羊文牌飾一覧

表5　双鹿文牌飾一覧



4. 十二台磚厰 M8713:7

1. 保安寺石槨墓

3. 喇嘛洞ⅡM192

2. 蘇泗汰
5. 袁台子陶范 5

8. 袁台子陶范 67. 袁台子陶范 4

6. 袁台子陶范 3

1. 喇嘛洞ⅠM13:3 3. 添蜜梁2. 托克托県呼大公路 4. 楡林府

8. 個人蔵5.British Museum 6.C.T.Loo collection 7.J.J.Lally&Co.

1. 袁台子陶范 1
2. 張家口出土 3. 三道湾 M20:1 4. 扎賚諾爾 1959 年

6. 吉林大学蔵
7.M.Sackler collection

(v-7144)5. 二蘭虎溝
8. 東京国立博物館

TJ-3995

図 12　遼西地区出土の三鹿文牌飾

図 14　双鹿文牌飾

図 13　双羊文牌飾
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15
三鹿紋牌飾
双鹿紋牌飾
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1.二克浅M36:6

2.扎賚諾爾1959年出土

3.扎賚諾爾1983年

6.扎賚諾爾M3002:24.三道湾 5.井灘村 6.善家堡M5:14

7.和日木図採集 8.二藍虎溝 9.河北省清苑出土 10.三道湾M2:32

図16　三鹿文牌飾出土遺跡分布図と蒙古高原出土の三鹿紋牌飾

金沢大学考古学紀要32　2011,　87-105.　三燕金属製装身具の研究



金沢大学考古学紀要 32　2011,　87-105.　三燕金属製装身具の研究

－ 102 － － 103 －

料は金粒に加えて三燕の装身具には現在のところ例の

ない緑松石の象嵌で装飾されている。そのため、楕円

形垂飾が六朝墓にも存在した可能性を残している。

(4) 長方形牌飾

　遼西の三燕期の遺跡で出土した長方形牌飾はいずれ

も動物文で、動物の種類と頭数によって三鹿文牌飾、

双鹿文牌飾、双羊文牌飾に三分類できる。類似する文

様の牌飾は蒙古高原で出土しているが、内蒙古側の資

料が鋳造であるのに対して、三燕の長方形牌飾は金片

打ち出しによって制作しており、文様の差を越えて制

作手法の面から遼西群が設定できる。

　三鹿文牌飾

　三鹿文牌飾は、後方を振り返る鹿 3 頭が並び立つ

文様の牌飾と定義される。しかしながら、報告では漠

然と三鹿文牌飾と呼んでいる場合もあり、三燕墓葬か

ら出土した長方形牌飾も全て “ 三鹿文牌飾 ” と呼称さ

れてきた。従来の三燕出土の三鹿文牌飾 4 点の内部

文様を検討すると、1 点は三鹿文とは異なるモチーフ

であることを最初に指摘する。

　以上のように定義した上での三鹿文牌飾は 11 遺跡

で 14 点が出土しており、参考資料も含めると 32 点

の例がある ( 表 3)。制作方法の異なる遼西群を除く

と、三鹿文牌飾は大興安嶺以西の蒙古高原に分布する

魏晋期の墓葬から出土している ( 図 16)。内蒙古高原

側で出土する三鹿文牌飾について文様細部を検討する

と、鹿角、胴体、脚、枠の形態に個体差があり、その

うち鹿角については円形の透孔による表現を基本とす

る。透孔には一定の配列パターンがあり、鹿一単位に

ついて左から右方向に数えて「( 首より左 )3、( 首よ

り右 )2、3、3」が基本となる。一方、文様として残

る角部分の方に注目したため、角張った透孔になった

ものも存在し、この牌飾では文様の崩れも認められる

( 図 16-9,10)。

　次に遼西群の三鹿文牌飾を検討する。遼西群の三鹿

文牌飾は全体的に文様の崩れが進んでおり、鹿の胴体

は前肢付け根・腹部・後肢付け根を意味する極端な 3

つの隆起で表現されている。遼西群でも角表現の違

いから、本来透孔となる窪みが円形を保っている喇

嘛洞 192 号墓と十二台磚廠 8713 号墓、角の方が強調

された保安寺石槨墓と蘇
ソ ス タ イ

泗汰 (15) に分けられる ( 図 13 

1-4)。前者もすでに透孔の配列が規則性を失い、また

鹿の脚先と枠の間には列点文帯が入る。さらに付け加

えると、保安寺石槨墓出土資料の場合、他の牌飾と同

じく文様凸面を表とすると鹿の頭向が逆になってし

まっている。

　三燕では鋳造による三鹿文牌飾の出土例がないも

のの、袁台子で 4 点の陶范が出土している。文様は

遼西群と同じく後出の退化した段階のものである ( 図

13 5-8)。

　双羊文牌飾

　2 匹の羊が 3 つの車輪状の環をはさんで対峙する文

様構成であり、本来は羊の脚部も車輪状である。4 遺

跡で各 1 点が出土し、参考資料を合わせると 8 点の

資料が知られている ( 図 14)。従来三鹿文牌飾と言わ

れていた喇嘛洞ⅠM13:3( 図 14-1) は文様構成からみ

て双羊文の範疇に入れて良いだろう。双羊文牌飾が出

土した年代の推定できる遺跡は添蜜梁のみで、北魏期

と考えられている (16)。遼西群の 1 点を除くといずれ

も内蒙古高原側で出土している。

　双鹿文牌飾

　2 匹の鹿が円形の環列をはさんで対峙する文様構成

の牌飾である。4 遺跡で各 1 点が出土し、参考資料を

合わせると 7 点の資料が知られている ( 図 15)。この

牌飾も内蒙古高原側に分布する魏晋期の墓葬から出土

している。内蒙古高原側出土の牌飾を細かく観察する

と、鹿の透孔の形状と配列の違いから二群に分かれる
(17)。遼西地区で出土したこの牌飾に関連する遺物は、

袁台子で出土した陶范である ( 図 15-1)。陶范 1 は遼

西群の三鹿文牌飾と同じく文様退化に伴って加わった

枠と脚下の間の列点文帯があり、後出の要素を示して

いる。この范と同じ文様の牌飾は確認されていない。

　最後に長方形牌飾の用途について言及したい。内蒙

古出土の鋳造による三鹿文牌飾は、墓葬中での出土位

置が報告された例がないものの、帯飾としての用途が

推定される。その理由としては、黒龍江省訥河市の

二
ア ル カ チ ン

克浅 36 号墓で三鹿文牌飾が木製の浅い盤状の台に

嵌められた状態で出土したことが挙げられる。牌飾の

背面に木製の台がつくのは、シベリアのディレストゥ

イ墓地 107 号墓 (Дырестуй могильник) のように鉸具

としての機能を持った長方形の帯飾板にしばしばみら

れる。そして、打出しによる遼西群の長方形牌飾の場

合も帯飾としての用途が推定される。遼西群の牌飾は、

上部の枠と文様部の境目の左右寄りの位置に 1 ～ 2

個の孔があけられている。これは牌飾に透孔がないこ
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とから施された装着のための穿孔であろう。この穿孔

は正方形透飾に帰入した甜草溝 M2:39 とも共通する。

前述したが、甜草溝 M2:39 は被葬者腰部付近で出土

しており、牌飾の構造と用途に関係性を見出すならば、

遼西群も帯飾と推定される。

III. 結語

　三燕墓葬で出土した金属製装身具について、個別装

身具ごとに集成と検討を行ってきた。その結果、三

燕の金属製装身具は、①三燕独自の装身具 ( 歩揺、半

月板帯葉耳飾と円形葉耳飾、頸部飾 ( 半月形金牌飾 )、

正方形透飾、半月形牌飾、楕円形懸飾 )、①六朝と共

通する装身具 ( 晋式帯金具、金璫 )、③後漢以来の東

北平原の装身具 ( 扭絲帯葉耳飾 )、④内蒙古高原側の

系譜をひく装身具 ( 長方形牌飾 ( 遼西群 )) から構成さ

れることが明らかになった。三燕の金属製装身具は周

辺地域の装身具を取り込んでいる。しかし、晋式帯金

具の一部が搬入品である以外は、その装身具を独自に

生産していたことが製作技法や装飾手法の点からうか

がえる。

　また、袁台子で出土した陶范から、金属製装身具の

生産にかかわる遺物が初めて明らかになった。しかし

鋳造によって生産された装身具は三燕墓葬で出土して

おらず、范に刻まれた装身具も本来内蒙古側に分布を

もつ種類の装身具である。范に刻まれた装身具は型式

学的な文様の変化からみて内蒙古で出土している製品

よりも後出段階のものとみられ、范に刻まれた装身具

と同じ形態・文様の遺物は出土例がない。袁台子の陶

范もまた、内蒙古側から三燕に取り込んだ装身具の一

端を示す資料といえるだろう。

　今後の検討課題としては、今回は三燕期と一括した

三燕各期の変化の様相をとらえること、また喇嘛洞墓

地のような墓葬が群集して営まれている墓地と独立し

て形成されている墓地間での差などを考慮した検討が

できればよいと考えている。
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註

(1) 中国においては同一種類の装身具であっても金、銀、金銅 ( 青

銅鍍金 )、鉄地鍍金など異なる素材が使用されている。本論

では素材の別にはこだわらないため、総称として金属製装身

具の語を使っている。
(2) 『晋書』慕容廆載記。
(3) 報告では、金璫 4 点と共に一辺 6.8cm の枡状の青銅製品と 5

個の小珠を象嵌するための円形孔のある長 6.8cm、幅 3mm

の帯状金片が出土したとある。枡状の青銅製品は底にあたる

面中央に小さな方形孔、帯状金片は両端に各 1 個の小さな穴

があり、長 9mm の銀合金釘が遺存するものもあった。この

帯状金片の裏面には少量の漆膜があったことから、報告者は

これら遺物を漆盒に関連する遺物と認識して報告している。

復元案では、漆器は一辺 6.8cm、厚さ 1cm の木胎漆器で、

四立面上を帯状金片で縁取りし、正面に蝉形金璫、背面に獣

面金璫、左右の面に騎龍羽人金璫を配し、騎龍羽人金璫の周

囲はさらに多くのより細い帯状金片を用いて装飾をしたする

( 枡状の青銅製品はその蓋 )。出土状況は良好で金璫以外に

も冠に関連する遺物がある可能性が高く、冠全体の構造を考

察できる可能性もあることから資料の公表と検討が期待され

る。
(4) 「郎中侍従者、着貂羽黄金附蝉、皆号侍中」
(5) 大和文華館は外区が唐草文帯である。ストックレー ･ コレク

ションの金璫は大和文華館の双鳳文金璫と似るが、外区が異

なり、間隔のひらいた鋸歯文である。サイモン ･ クワン ･ コ

レクションの場合も鋸歯文帯だが、全体形が他とは異なる。
(6) 耳飾の分類は筆者による。A 式は最下部が小環の金属線のね

じり合わせのみで制作された棒状の耳飾で、ねじり合わせる

途中で左右に小環を作り出す例が多い。B式(扭絲穿管玉耳飾)

は金属線をねじり合わせた中間部分に 2～4 個の管玉を通し、

最下部の小環にも珠を通すものである。C 式は最下部の環を

大きく作り出したもので、最下部の環の作り方は多様で珠を

通すものもある。そして、D 式が扭絲帯葉耳飾である。
(7) 飛地の 2 遺跡とは図 8 分布図上の g. 後宝地と h. 塔である。

後宝地遺跡のある吉林省白城市周辺は、大興安嶺に源を発す

る河川が合流し松花江となる地点に近く、東北平原に位置し

ていながら内蒙古高原からの影響も受ける地域である。図 8

では両遺跡を含む形で分布範囲の線を引いている。
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(8) 単環耳飾 ( 図 8 参考図 ) とは金属線で上部に装着のための鈎、

下部に 1 つの大きな環を作り出した耳飾である。中国におい

ては 6 遺跡で 15 点出土している。なお、渦文耳飾、単環耳

飾ともに耳飾の分類は筆者による。
(9) 十二台磚廠 9002 号墓は墓葬平面図が掲載され半月形金牌飾

の出土位置が判明するが、被葬者頭部から右の離れた位置で

出土しており、出土状況からは頸部飾と確定できない。
(10) 『文物季刊』1992-4 p.14 図 18 に写真が掲載されている。
(11) 図 10 では右上から左下に対称軸がくるように配置している。

房身 2 号墓は共に対称軸に頭を向けた鳳凰が四分割された三

角形の上 ･ 右と下 ･ 左において対称である。甜草溝 M1:9 は

上 ･ 右に頭対称の龍、下 ･ 左に背対称の鳳凰を配置している。
(12) 弦にそって鳳凰が 1 匹、弧線の中央をはさんで外周に背を向

けた姿勢で対峙する龍 2 匹と、半円の角に頭を向けて外周に

腹側が向く龍 1 匹である。
(13) 甜草溝 1 号墓は調査時には既に破壊されていたが、2 号墓は

保存状況が良好であった。報告 p.37 左列最下行の文章記載

と p.35 図 5 参照。報告者の「歩揺冠耳部垂飾」をこめかみ

飾りと訳した。
(14) 報告では三鹿文を透彫りするとも、打出しによって製作する

とも書かれている。しかし、図面では線がつながっておらず

凹凸を表現していると考えられるため、打出しによる遼西群

の資料と考えた。
(15) 年代は魏堅主編 2004 所収の孫危「内蒙古地区鮮卑墓葬的初

歩研究」の編年案による。筆者は文献を入手できておらず未

読であるが、孫危は原平「鮮卑金牌飾及箆紋陶罐」『呼和浩

特文物』1 期を添密梁の参考文献として挙げている。
(16) 図 15 1-4,8 と図 15 5-7 に分かれる。前者と後者の違いは、

鹿の首～背にかけての透孔が前者は L 字形であるのに対し

て、後者は背中から出た線によって分割されている点などで

確認され、後者の方が斉一性が強い。
(17) 帯金具を構成する金具の分類は町田 (1970) に従い、銙 e,f を

追加した。銙 e は勝形の銙板と心葉形の垂飾からなるもの、

銙 f は銙板の幅が狭く圭形をしたものを指す。
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